
子どもの発達の遅れや特
性に対する不安に対し、
早期に発達相談を行うこ
とによって、保護者の不
安軽減や療育機関の紹介
等、必要な支援につなぐ
ことを目的とするものです。

人が育まれ、活躍できる子育て・教育のまちづくり
子どもの発達支援事業　２０８５万円

問

答

466億円
どう使うの？

令和８年度 一般会計予算

予算審査常任委員会

　令和８年度一般会計予算の総額は、対前年度比37億8800万円（8.8％）増の466億7400万円です。
この予算に対し、3月12日から18日にかけて各課集中審査を行いました。
　8部門27課から、108項目の詳細な説明を受け、施政方針に掲げられた7つの施策分野の推進に向けた
各事業の目的・必要性・内容など、多様な観点から審査を行いました。

賛成多数

可決

（2026年度）

現在の相談待ち時間は１か月から２か月とのことだが、どの
ように改善していくのか。
待ち時間を１か月前後に収めることを目標としているため、
令和８年度においては相談員３名に加え、外部の臨床心理士
等を招へいする体制とし、十分な効果が認められる場合には
招へい回数を増やす等、改善に努めていきたい。

市民が織りなすスポーツと文化のまちづくり

≪委員間討議≫
　委員間討議では、４日間の集中審査を通して感じたことなど、様々な意見が出され、活発な議論の上、
以下の通り集約しました。
　１点目は、投票環境の改善に向け、１月の市長選挙に間に合うよう期日前投票所の増設が必要である
こと。
　２点目は、事業実施にあたり、国県の補助金を積極的に活用するため、更なる研究が必要であること。
　３点目は、子どもの発達支援事業について、相談待ち時間が昨年度から引き続き課題となっている
ため、短縮に向けた取組に努める必要があること。
４点目は、健康な高齢者を増やすことにより、将来的な医療費の削減等にもつながるため、カミー

リヤでの健康づくり事業や高齢者の保健事業・介護予防事業等に力を入れる必要があること。
５点目は、コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動については、事業内容の明確化と周知の

充実を図る必要があること。また、新たに放課後子ども教室も始まるため、地域と学校の連携を注視
していく必要があること。
　６点目は、市は文化会館を改修しながら長く使用する方針であるが、市民ニーズ等を把握したうえで、
今後の在り方の再検討を求める必要があること。
　以上６点を重要課題として共通認識とすることを確認しました。
　また、予算編成にあたっては、市民の要望や意見、議会で議論されてきた経過等を大切にし、どの
ように市民の願いを実現していくのかという視点を持つとともに、中長期的なまちづくりを見据えなが
ら進めていくことが重要であることを確認しました。

歳出

民生費
221億7198万3千円

47.5%
総務費

45億6058万6千円
9.8%

教育費
93億9203万8千円

20.1%

衛生費
32億1033万4千円

6.9%

公債費
20億9490万
4千円
4.5%

土木費
21億5431万
1千円
4.6%

その他
30億8984万
4千円
6.6%

歳出合計
466億7400万円

歳入

使用料及び手数料
5億4318万9千円

1.2%

繰入金・繰越金
19億1418万
7千円
4.1%

市税
159億5025万9千円

34.2%
自主財源
209億
5503万3千円
44.9%

依存財源
257億

1896万7千円
55.1%

諸収入など
25億4739万8千円

5.5%

地方交付税
45億1956万5千円

9.7%

市債
26億4590万円

5.7%

国県支出金
153億4530万
8千円
32.9%

地方譲与税、
各種交付金など
32億819万
4千円
6.9%

「筑紫野市部活動地域移
行実施方針」に基づき、
休日の部活動を学校管理
外の『地域クラブ活動』
として位置づけ段階的に
実施するものです。

部活動地域展開事業　１６５１万円

指導者バンクに登録された方に向け、どのような研修を
行うのか。
生徒に対する暴力等のハラスメント防止や、生徒間のい
じめ等に十分気をつけてもらうことを重視し、研修を行
いたいと考えている。

問

答

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

子育て支援拠点を市内２か所に整備する
こととし、南側の拠点としてカミーリヤ
内に子育て支援拠点を新設します。令和
８年度は、内部整備等の改修工事実施に
伴う設計業務を委託するものです。

※北側の拠点は、新設される二日市コミュ
ニティセンターの２階へ整備予定

子育て支援拠点整備事業　１５２万円

問

答

子ども館の設置とは異なるも
のと捉えてよいか。
今回整備する子育て支援拠点
は、主に乳幼児の居場所と相
談場所として位置づけている
ため、幅広い年齢層の子ども
を対象とする子ども館とは異
なるものである。

事業内容 委員会での質疑

全11小学校の水泳授業をプール施設までの移動時間や
受け入れ可能児童数を踏まえ、3社の民間専門クラブ
に委託するものです。

水泳授業民間委託事業　６８１５万円

問

答

民間委託による費用対効果についてどのように捉えている
のか。
学校プールを維持する場合と比較し、予算が若干上回ると
ころであるが、これまで猛暑により授業が計画的に実施で
きなかったところ、委託によって必ず４回開催できるこ
と。教職員の施設管理に係る負担が軽減されることを踏ま
えると、効果があるものと考えている。

事業内容 委員会での質疑

総合保健福祉センター「カミーリヤ」

3 2議会だより筑紫野 令和８年５月１日 212号　議会だより筑紫野
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国から譲与される森林環境譲与税を活
用し、間伐等の森林整備と、人材育
成・担い手の確保、木材利用の促進や
普及啓発等の森林整備及びその促進に
係る事業を行うものです。

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
森林環境譲与税活用事業　２９０５万円

森林ボランティアの参加者が増えるよう、更なる広報活動を行うべきでは。
近年ＳＮＳでの周知が効果を上げているため継続して行いたいと考えてい
る。また、中学生や高校生の参加者を増やす取組として、校長会での周知
や、生徒向けのポスターの作成及び学校への掲示等により、参加を促した
いと考えている。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
重層的支援体制整備事業　１３４９万円

天拝公園の利便性及び魅力
向上、おもてなしの質を高
めるために、トイレの再整
備及びあじさい園の舗装を
行うものです。

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
天拝公園改修事業　９８４１万円

トイレの再整備の内容は。
女性トイレの不足等を危惧する意見をいた
だいたため、ブース数の増加等は設計の中
で十分配慮して検討を行っていく。また、
登山客が増えているため、登山口側のトイ
レには道具を洗える水洗ブースを設ける
等、使用者の利便性が上がるよう検討する
こととしている。

問
答

広報紙などの配布やコミュニティ運営
協議会への参画等の業務を行う区長に
対し、報酬を支払うものです。

政策実現のための市民目線の行財政運営
区長に関する事務事業　３８４９万円

議会から区長報酬について問題提起をしてきたが、増額に向けた検討はい
つ行うのか。
報酬の妥当性について、新たな協定期間が開始となる令和９年度に向け、
令和８年度中に区長から意見を聴取し、検討を行いたいと考えている。

問

答

蛍光灯生産終了への対応や、脱炭素化の促進、電
気料金の縮減、維持管理業務の省力化等を図るた
め、生涯学習センターや市民図書館等の照明器具
をリース方式によりＬＥＤ照明器具に更新してお
り、リース期間を令和６年度から令和１6年度と
するものです。

自然をまもり未来を育むまちづくり
公共施設照明ＬＥＤ化事業　２６３９万円

ＬＥＤ化するメリットをどのように捉えているのか。
電気使用量の６割から７割程度の縮減が見込まれること、また、
現在の電気料金や照明器具の修
繕費用等の範囲内で、リース料
金を負担でき、機器を更新でき
る点がメリットだと考えている。

問
答

問
答

事業内容 委員会での質疑事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

令和９年１月執行予定の筑紫野市長選挙の管理執行に係
るものです。

筑紫野市長選挙執行事業　２９０１万円

これまで期日前投票所の増設について議論を重ねてき
たが、増設に係る予算は計上されていない。先の衆議
院議員選挙の混雑状況を鑑みても、増設は必要だと考
えるが、見直しは行わないのか。
選挙管理委員会では移動支援を実施することを決定し
たが、混雑が発生した事実を受け止め、今後は、増設
する場所の選定や、実施体制の整備が市長選挙に間に
合うかも含め、補正予算も視野に検討していきたい。

問

答

事業内容 委員会での質疑

問
答

高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者といった分
野ごとの従来の枠組みを超えて包括的に相談を受け
止め、地域生活課題を抱える地域住民及びその世帯
に対する支援体制等の推進のために必要な環境を一
体的かつ重層的に整備するものです。

巡回福祉バス運営事業　２０６６万円

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、
市商工会が発行する地域活性化商品券のプレミアム
率２０％を引き続き維持することで、地域経済の活
性化や家計の負担軽減を図るものです。

販売額　３億円
〇地域活性化商品券（紙）：5千万円
〇デジタル商品券：２億5千万円
（アプリ（つくしちゃんペイ））

地域活性化商品券補助事業　３４５０万円

商品券のデジタル化が進む中、デジタル機器の利用に不慣
れな方への配慮はどのように考えているのか。
市役所に相談があった際には操作方法等について丁寧な説
明に努めていく。また、紙の商品券が、希望する方に行き
渡るよう、今回はデジタル商品券との重複申込みを不可と
している。

問

答

事業内容 委員会での質疑

カミーリヤ利用者の交通手段の確保を図るため、カミーリヤ利
用者及び公共施設利用者を対象に、カミーリヤ巡回福祉バスの
運行及び管理を行うものです。

　　　

　　　・山口コース
　　　・山家コース
　　　・筑紫コース

ＡＩデマンドバス筑紫野のるーとの展開に伴い、
巡回福祉バスの一部が運行終了となるとのこと
だが、のるーとにおいてカミーリヤで乗降する
７５歳以上の方及び子どもの運賃を無料とする
考えはないのか。
地場のタクシー事業者等、他の公共交通に与え
る影響や、コミュニティバスの料金等を考慮す
る必要があるため、まずは乗車料金を半額とす
る方向で運輸局と協議調整を行っている。

問

答

令和８年３月末の
運行終了コース

本事業実施におけるメリットは。
複雑なケースを様々な分野の機関で検討することで、職員が
ひとりで抱え込むことなく、より多くのアイデアで支援する
ことができること。また、各分野が重なり合うことで、誰一
人取りこぼすことがないよう、多くの方を支援につなげるこ
とができることである。

カミーリヤバス

天拝山歴史自然公園

4212号　議会だより筑紫野5 議会だより筑紫野 令和８年５月１日



国から譲与される森林環境譲与税を活
用し、間伐等の森林整備と、人材育
成・担い手の確保、木材利用の促進や
普及啓発等の森林整備及びその促進に
係る事業を行うものです。

強みをいかした多様な産業で賑わうまちづくり
森林環境譲与税活用事業　２９０５万円

森林ボランティアの参加者が増えるよう、更なる広報活動を行うべきでは。
近年ＳＮＳでの周知が効果を上げているため継続して行いたいと考えてい
る。また、中学生や高校生の参加者を増やす取組として、校長会での周知
や、生徒向けのポスターの作成及び学校への掲示等により、参加を促した
いと考えている。

支えあい、暮らしに寄り添う福祉のまちづくり
重層的支援体制整備事業　１３４９万円

天拝公園の利便性及び魅力
向上、おもてなしの質を高
めるために、トイレの再整
備及びあじさい園の舗装を
行うものです。

安全安心で快適な暮らしを支えるまちづくり
天拝公園改修事業　９８４１万円

トイレの再整備の内容は。
女性トイレの不足等を危惧する意見をいた
だいたため、ブース数の増加等は設計の中
で十分配慮して検討を行っていく。また、
登山客が増えているため、登山口側のトイ
レには道具を洗える水洗ブースを設ける
等、使用者の利便性が上がるよう検討する
こととしている。

問
答

広報紙などの配布やコミュニティ運営
協議会への参画等の業務を行う区長に
対し、報酬を支払うものです。

政策実現のための市民目線の行財政運営
区長に関する事務事業　３８４９万円

議会から区長報酬について問題提起をしてきたが、増額に向けた検討はい
つ行うのか。
報酬の妥当性について、新たな協定期間が開始となる令和９年度に向け、
令和８年度中に区長から意見を聴取し、検討を行いたいと考えている。

問

答

蛍光灯生産終了への対応や、脱炭素化の促進、電
気料金の縮減、維持管理業務の省力化等を図るた
め、生涯学習センターや市民図書館等の照明器具
をリース方式によりＬＥＤ照明器具に更新してお
り、リース期間を令和６年度から令和１6年度と
するものです。

自然をまもり未来を育むまちづくり
公共施設照明ＬＥＤ化事業　２６３９万円

ＬＥＤ化するメリットをどのように捉えているのか。
電気使用量の６割から７割程度の縮減が見込まれること、また、
現在の電気料金や照明器具の修
繕費用等の範囲内で、リース料
金を負担でき、機器を更新でき
る点がメリットだと考えている。

問
答

問
答

事業内容 委員会での質疑事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

令和９年１月執行予定の筑紫野市長選挙の管理執行に係
るものです。

筑紫野市長選挙執行事業　２９０１万円

これまで期日前投票所の増設について議論を重ねてき
たが、増設に係る予算は計上されていない。先の衆議
院議員選挙の混雑状況を鑑みても、増設は必要だと考
えるが、見直しは行わないのか。
選挙管理委員会では移動支援を実施することを決定し
たが、混雑が発生した事実を受け止め、今後は、増設
する場所の選定や、実施体制の整備が市長選挙に間に
合うかも含め、補正予算も視野に検討していきたい。

問

答

事業内容 委員会での質疑

問
答

高齢者・障がい者・子ども・生活困窮者といった分
野ごとの従来の枠組みを超えて包括的に相談を受け
止め、地域生活課題を抱える地域住民及びその世帯
に対する支援体制等の推進のために必要な環境を一
体的かつ重層的に整備するものです。

巡回福祉バス運営事業　２０６６万円

事業内容 委員会での質疑

事業内容 委員会での質疑

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、
市商工会が発行する地域活性化商品券のプレミアム
率２０％を引き続き維持することで、地域経済の活
性化や家計の負担軽減を図るものです。

販売額　３億円
〇地域活性化商品券（紙）：5千万円
〇デジタル商品券：２億5千万円
（アプリ（つくしちゃんペイ））

地域活性化商品券補助事業　３４５０万円

商品券のデジタル化が進む中、デジタル機器の利用に不慣
れな方への配慮はどのように考えているのか。
市役所に相談があった際には操作方法等について丁寧な説
明に努めていく。また、紙の商品券が、希望する方に行き
渡るよう、今回はデジタル商品券との重複申込みを不可と
している。

問

答

事業内容 委員会での質疑

カミーリヤ利用者の交通手段の確保を図るため、カミーリヤ利
用者及び公共施設利用者を対象に、カミーリヤ巡回福祉バスの
運行及び管理を行うものです。

　　　

　　　・山口コース
　　　・山家コース
　　　・筑紫コース

ＡＩデマンドバス筑紫野のるーとの展開に伴い、
巡回福祉バスの一部が運行終了となるとのこと
だが、のるーとにおいてカミーリヤで乗降する
７５歳以上の方及び子どもの運賃を無料とする
考えはないのか。
地場のタクシー事業者等、他の公共交通に与え
る影響や、コミュニティバスの料金等を考慮す
る必要があるため、まずは乗車料金を半額とす
る方向で運輸局と協議調整を行っている。

問

答

令和８年３月末の
運行終了コース

本事業実施におけるメリットは。
複雑なケースを様々な分野の機関で検討することで、職員が
ひとりで抱え込むことなく、より多くのアイデアで支援する
ことができること。また、各分野が重なり合うことで、誰一
人取りこぼすことがないよう、多くの方を支援につなげるこ
とができることである。

カミーリヤバス

天拝山歴史自然公園
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